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2011年 (平成23年 )9月 43日  (火 躍日)

東
亜
同
文
書
院
大

富
山
展
示
会
Ｐ
Ｒ

馬
場
セ
ン
タ
ー
長
ら

愛
知
大
東
亜
同
文
書
院

大
記
念
セ
ン
タ
ー
長
の
馬

場
毅
教
授
と
前
セ
ン
タ
ー

長
の
藤
田
佳
久
教
授
が
１２

日
、富
山
新
聞
社
を
訪
れ
、

・７
、
・８
日
に
富
山
市
の
富

山
国
際
会
議
場
で
開
か
れ

る

「愛
知
大
学
東
亜
同
文

書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー

一資
料
の
富
山
展
示
会

・
講

意
欲
を
語
る
（左
か
ら
）

藤
田
教
授
、
馬
場
教
授
、

山
口
さ
ん＝
富
山
新
聞
社

演
会
」

（富
山
新
聞
社

後
援
）
に
向
け
、
意
欲

を
語

っ
た
。

展
示
会
で
は
、
愛
知

大
の
前
身
で
あ
る
東
亜

同
文
書
院
大
の
最
後
の

入
学
生
で
、
太
平
洋
戦

争
の
激
化
に
伴
い
富
山

に
避
難
し
、
呉
羽
分
校
で

過
ご
し
た
第
４６
期
生
の
学

校
生
活
や
、
富
山
大
空
襲

後
の
学
生
に
よ
る
救
援
活

動
な
ど
、
同
セ
ン
タ
ー
の

資
料
を
並
べ
る
。
ま
た
、

馬
場
教
授
ら
３
氏
が
東
亜

同
文
書
院
大
や
呉
羽
分
校

な
ど
に
つ
い
て
講
演
す

る
。
馬
場
教
授
は

「あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
東
亜

同
文
書
院
大
に
つ
い
て
、

富
山
の
人
に
広
く
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
話
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

職
員
の
山
口
恵
里
子
さ
ん

が
同
行
し
た
。

】し 末 新 閤

2011年 (平成23年 )9月 16日  金 曜日

「夫量同文書院大学から災知大学ヘー最後の夜谷呉羽か夜―」
愛知大学東亜同文書院大学記念センターは2006年 から5年間、文部科学省の学術研究高度化推進事業に採択され、
愛知大学の前身校であり、1901年に上海に設立された東亜同文書院大学の研究と収蔵資料の公開を「東亜同文書院大学
から愛知大学へ」をメインテーマに、横浜からスタートし、東京、福岡、弘前、神戸、シカゴ、京都、米沢、名古屋で展示会と講演会
を行ってまいりました。
本年は東亜同文書院大学最後の入学生で、戦争の激化により東シナ海を渡れなかった第46期生が過ごした旧呉羽紡
(現・富山市民芸術創造センター)のある富山市で開催いたします。富山空襲直後の救援活動も含め、呉羽分校での学生
生活や東亜同文書院について広く知っていただけたら幸いです。

東亜同文書院 呉羽校舎 (十日呉羽紡) 愛知大学

余招
i    ■ 主催/愛 知大学東亜同文書院大学記念センター ■後援/富 山市教育委員会 (財)霞山会 愛知大学同窓会,北日本新間社 ほか
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23年 )9月 17日  土 曜日

圏 富山国際会議場で展‐示会

援
。東

亜
同
文
書
院
大
学
は
■
９
０
■

（明
治
３４
）
年
、夕元
首
相
、
近
衛
文

麿
の
父
で
あ
る
篤
麿
ら
が
中
心
と
な

っ
て
中
国

。
上
海
に
設
立
し
た
高
等

教
育
機
関
。
日
中
友
好
の
理
念
を
掲

げ
、
大
志
を
抱
い
て
大
陸
に
渡
っ
て

き
た
若
者
ら
が
集
っ
た
。
終
戦
で
閉

校
さ
れ
る
ま
で
、
４６
期
、
約
５
千
人

の
学
生
を
輩
出
し
た
。

富
山
市
呉
羽
町
に
分
校
が
置
か
れ

た
の
は
、
■
９
４
５
年
。
戦
争
の
激

化
で
中
国
に
渡
れ
な
か
っ
た
新
入
生

を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
同
年
７
丹
２５

日
に
外
務
書
の
許
可
を
得
て
開
設
さ

れ
た
。
中
国
か
ら
移
っ
て
き
た
教
員

・３
人
が
、学
生
■
７
７
人
を
教
え
た
。

愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念

セ
ン
タ
ー
長
の
馬
揚
毅
教
授
は

「当

時
の
呉
羽
紡
績
の
副
社
長
が
院
の
Ｏ

Ｂ
だ
っ
た
と
い
う
縁
が
あ
り
、
場
所

の
提
供
を
受
け
た
よ
う
だ
」
と
説
明

す
る
。

だ
が
、
開
設
か
ら
■
力
月
も
た
た

な
い
８
月
１５
日
に
終
戦
を
迎
え
休

校
。
１０
月
１５
日
に
は
、
中
国
の
同
文

書
院
大
学
を
富
山
に
移
転
さ
せ
る
こ

と
も
視
野
に
授
業
を
再
開
し
た
が
、

東
京
に
あ
っ
た
大
学
本
部
が
連
合
国

軍
総
司
令
部

（Ｃ
Ｈ
Ｑ
）
に
接
収
さ

れ
、
工
月
半
ば
に
閉
校
と
な
る
。
■

年
後
、
同
大
学
関
係
者
に
よ
っ
て
、

愛
知
県
で
開
設
さ
れ
た
の
が
、
現
在

の
愛
知
大
学
に
な
る
。

呉
羽
分
校
の
学
生
が
学
ん
だ
期
間

は
実
質
６０
日
と
短
い
が
、
富
山
大
空

襲
で
は
救
援
活
動
に
取
り
組
む
な

ど
、濃
密
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

「東
亜
同
文
書
院
大
学
か
ら
愛
知
大

学
へ
―
最
後
の
校
舎
呉
羽
分
校
」
と

題
し
た
展
示
会
で
は
、
呉
羽
分
校
の

様
子
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

同
大
学
が
所
蔵
す
る
孫
文
関
係
の
資

料
な
ど
を
展
示
す
る
。

展
示
会
は
午
前
１０
時
～
午
後
６

時
。
１７
腎
に
は
午
後
■
時
半
か
ら
講

演
会
を
開
催
。
呉
羽
分
校
で
学
ん
だ

愛
知
大
学
Ｏ
Ｂ
ら
が
、
当
時
を
振
り

返
る
。
い
ず
れ
も
入
場
無
料
。

愛
知
大
学
の
前
身

呉
羽
に

愛
知
大
学

（愛
知
県
豊
橋
市
）
の

前
身
と
な
る
「東
亜
同
文
書
院
大
学
」

が
、
終
戦
前
後
の

一
時
期
、
富
山
市

の
旧
呉
羽
紡
績
内
に
置
か
れ
て
い

た
。
開
設
時
期
は
短
い
も
の
の
、
戦

後
の
移
設
も
に
ら
ん
だ
設
置
だ

っ

た
ｏ
・７
、
・８
日
に
富
山
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
る
同
大
学
の
展
示
会
で

は
、
同
文
書
院
大
学
が
中
国
で
取
り

組
ん
だ
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
講
演
会
を
通
じ
て
呉
羽
で
の
様

子
を
振
り
返
る
。
北
日
本
新
聞
社
後

東
亜
同
文
書
院
大
学
呉
羽
分
校
と
し
て
も

使
わ
れ
た
旧
呉
羽
紡
績
の
建
物



ユヒ

【富山総合】

畦

201

東
亜
同
文
書
院
大
呉
羽
分
校
Ｏ
Ｂ

の
思
い
出
な
ど
を
語

っ
た

＝
写
真
。

井
上
さ
ん
は
太
平
洋
戦

争

の
影

響

で
上

海

の
校

舎
に
行
け
ず
、
終
戦
直
前

の

一
九

四
五

（
昭

和

二

十
）
年
七
月
に
開
校
し
た

分
校
に
入
学
。
戦
闘
機
工

場
で
の
作
業
の
傍
ら
勉
強

し
た
経
験
や
、
先
輩
に
中

国
語
を
教
え
て
も
ら

っ
た

話
を
披
露
し
た
。
富
山
大

空
襲
で
救
援
活
動
に
携
わ

っ
た
と
き
は

「
神
通
川
に

転
が

っ
た
遺
体
や
赤
ち
ゃ

ん
を
背
負

っ
て
泣
く
母
親

の
姿
は
ま
さ
に
生
き
地
獄

だ

っ
た
」

と

振

り

返

っ

た
。こ

の
ほ
か
、
馬
場
毅
セ

ン
タ
ー
長
や
同
大
卒
業
生

も
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

会
場
で
は
、
セ
ン
タ
ー

が
収
蔵
す
る
写
真
や
書
な

ど
を
十
八
日
ま
で
展
示
し

て
い
る
。

（永
井
響
太
）

1年 (平成 23年 )9月 18日 (日曜 日)

戦
時
中
の
思
い
出
語
る

愛
知
大
の
前
身
で
上
海

に
あ

っ
た
東
亜
同
文
書
院

大
の
卒
業
生
ら
に
よ
る
講

演
会

（
北
陸
中
日
新
聞
な

ど
後
援
）
が
十
七
日
、
富

山
市
大
手
町
の
富
山
国
際

会
議
場
で
あ

っ
た
。

愛
知
大
東
亜
同
文
書
院

大
記
念
セ

ン
タ
ー
が
主

催
。
東
亜
同
文
書
院
大
の

呉

羽

分

校

（
現
富
山
市

民
芸
術
創
造

セ
ン
タ
ー
）

で
学
ん
だ
富

山
市
の
井
上

方

弘

さ

ん

が
、
分
校
で

山 新   聞車

2011年 (平成23年 )0月 18曰  く 日曜日)

愛
知
大
東
亜
同
文
書
院

大
記
念
セ
ン
タ
ー
資
料
の

富
山
展
示
会

・
講
演
会

（富
山
新
聞
社
後
援
）
は

・７
日
、
富
山
市
の
富
山
国

際
会
議
場
で
開
か
れ
た
。

愛
知
大
の
前
身
で
、
２０
世

紀
初
頭
に
上
海
に
開
設
さ

れ
た
東
亜
同
文
書
院
大
の

呉
羽
分
校
に
関
す
る
講
演

な
ど
を
通
し
、
来
場
者
は

戦
前
戦
後
の
教
育
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

講
演
会
で
は
、
佐
藤
元

彦
愛
知
大
学
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
馬
場
毅
同
セ

ン
タ
ー
長
が
講
演
し
た
。

馬
場
氏
は
、
日
本
人
が
中

国
と
の
貿
易
の
実
務
を
学

ぶ
目
的
で
同
書
院
大
が
設

立
さ
れ
た
こ
と
や
、
戦
争

が
激
化
し
、
上
海
に
渡
れ

な
か
っ
た
学
生
の
た
め
に

旧
呉
羽
紡
績
の

一
角
に
呉

羽
分
校
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
な
ど
、
学
校
の
歩
み
を

語
っ
た

・。
呉
羽
分
校
で
学

ん
だ
井
上
方
弘
氏
や
宮
田

一
郎
氏
も
講
演
し
た
。

展
示
会
場
に
は
、
同
書

院
大
で
指
導
し
、
孫
文
の

秘
書
を
務
め
た
山
田
良
政

を
し
の
び
孫
文
が
し
た
た

め
た
墓
碑
の
書
や
、
戦
前

の
約
４０
年
間
に
わ
た
り
学

生
が
中
国
の
広
域
で
行
っ

た
実
地
踏
奄
の
詳
細
な
ル

ー
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。展

示
は
１８
日
ま
で
。

戦前戦後の教育学ぶ

警混芙毎ラダ塑謹話展示・講演会

東亜 同文書院大 につ いて議演す る

馬場氏 =富 山市 の富 山国際会議場



愛
知
大
学

（愛
知
県
豊
橋
市
）

の
前
身
で
、
終
戦
前
後
に
富
山
市

呉
羽
町
に
分
校
を
置
い
た
東
亜
同

文
書
院
大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
展
示
会
が
１７
日
、
富
山
国
際

会
議
場
で
始
ま
っ
た
。
講
演
会
も

開
か
れ
、
当
時
呉
羽
分
校
で
学
ん

だ
井
上
方
弘
さ
ん

（富
山
市
）
が

学
生
時
代
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

北
日
本
新
聞
社
後
援
。

後
も
中
国
と
の
車
の
根
交
流
に
尽

く
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
同
文
書

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
長
の
馬
場

毅
教
授
、
４．
期
生
の
宮
田

一
郎
さ

ん
も
講
演
し
た
。

展
示
会
で
は
、
書
籍
や
同
文
書

院
大
学
の
院
長
を
務
め
た
元
首

相
、
近
衛
文
麿
が
し
た
た
め
た
軸

な
ど
約
６０
点
を
展
示
。
来
場
者
は

興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。

展
示
会
は
１８
日
も
開
か
れ
る
。

】し 画 _式 _新  閤

201_1年 (平成23年 )9月18日  日 曜壁_|

呉羽分校の思い出語る
動轟暴基井上さん幅)講演

2011年 (平成 23年 )9月 22日 (木曜 日 ) 三 河 躍■■田

愛
大
前
身
校
Ｏ
Ｂ

戦
時
中
体
験
語
る

富
山
の
分
校

愛
知
大
の
前
身
で
上
海

に
あ

っ
た
東
亜
同
文
書
院

大
の
卒
業
生
ら
に
よ
る
講

演
会

（中
国
新
聞
北
陸
本

社
な
ど
後
援
）
が
、
富
山

あ や  つ 獄 親 や 転 つ 空 話 国 し で i


